
暖冬の影響から珍しくなった雪に、子どもたち
は大喜び、外に飛び出し雪遊びを楽しみました。

初めて積
もった雪に大はしゃぎ!!

21世紀（1月15日）
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広 報

世帯数 2,077戸
人 口 6,940人

男 3,340人
女 3,600人

出 生 男 0 女 3 計 3
死 亡 男 6 女 4 計10

転 入 男 6 女 7 計13
転 出 男 4 女 6 計10

（平成12年12月31日現在）

町 民 の 動 き
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２

平
成
11
年
度

（平成10年度 51 3，294．6 ）億 万円

50 5，174．1億 万円歳入

（平成10年度 48 6，613．3 ）億 万円

48 8，320．4億 万円歳出

平成11年度決算では、町に入ってきたお金（歳入）から

様々な事業等に使ったお金（歳出）を差し引くと１億6,853.7

万円の黒字決算となりましたが、この中には、翌年度（平

成12年度）に繰り越すべき財源1,073.2万円も含まりてお

り、実質の黒字は、１億5,780.5万円となりました。
前年度と比較すると、歳入が8,120.5万円（1.6％）の減少、

歳出が1,707.1万円（0.4％）の増加という結果になりました。

地方税
484，166千円
9.6％

歳 入
5，051，741千円

繰越金 216，813千円 4.3％

諸収入 88，858千円 1.8％

繰入金 69，916千円 1.4％

分担金:負担金 45，339千円 0.9％

寄附金 30千円 0.0％

手数料 6，334千円 0.1％

財産収入 2，022千円 0.0％

使用料 70，649千円 1.4％

地方債
642，880千円
6.4％県支出金

396，965千円 7.9％

国庫支出金
704，935千円 14.0％

交通安全対策特別交付金 1，070千円 0.0％

地方特例交付金 12，965千円 0.3％

地方交付税
2，166，712千円
42.9％

地方譲与税
53，140千円 1.0％

利子割交付金
6，978千円 0.1％

地方消費税交付金
55，718千円 1.1％

自動車取得税交付金
26，251千円 0.5％

自主 財 源
984，127千円（19．5％）

依存 財源
4，067，614千円（80．５％）

年 度
区 分

平成10年度
決算額（千円）

平成11年度

決算額（千円） 増減（％）

地 方 税 469，640 484，166 3．1

地 方 譲 与 税 51，809 53，140 2．6

利 子 割 交 付 金 6，839 6，978 2．0

地方消費税交付金 60，107 55，718 －7．3

自動車取得税交付金 27，154 26，251 －3．3

地 方 交 付 税 2，122，383 2，166，712 2．1

交通安全対策特別交付金 1，191 1，070 －10．2

地方特例交付金 0 12，965

一 般 財 源 合 計 2，739，123 2，807，000 2．5

分担金 :負担金 109，358 45，339 －58．5

使 用 料 75，024 70，649 －5．8

手 数 料 6，619 6，334 －4．3

国 庫 支 出 金 494，220 704，935 42．6

県 支 出 金 707，647 396，965 －43．9

財 産 収 入 3，131 2，022 －35．4

寄 附 金 250 30 －88．0

繰 入 金 51，050 69，916 37．0

繰 越 金 237，422 216，813 －8．7

諸 収 入 104，637 88，858 －15．1

地 方 債 604，465 642，880 6．4

歳 入 合 計 5，132，946 5，051，741 －1．6

経 常 一 般 財 源 2，567，106 2，607，443 1．6

歳入決算の状況



議 会 費
10,778円

総 務 費
77,883円

民 生 費
152,512円

労 働 諸費
194円

商 工 費
2,541円

消 防 費
6,076円

災害復旧費
60,300円

衛 生 費
52,322円

農林水産業費
60,701円

土 木 費
100,284円

教 育 費
42,101円

公 債 費
126,961円

３

歳 出
4，883，204千円

労働諸費 1，369千円 0.0％

総務費
549，073千円
11.2％

民生費
1，075，213千円
22．0％

衛生費
368，873千円
7.6％

農林水産業費
427，940千円
8.8％

土木費
707，003千円
14.5％

商工費 17，913千円 0.4％消防費 42，834千円 0.8％

教育費 296，813千円
6.1％

災害復旧費
425，112千円 8.7％

公債費
895，073千円
18.3％

議会費 75，988千円 1.5％

年 度
区 分

平成10年度
決算額（千円）

平成11年度

決算額（千円） 増減（％）

議 会 費 88，799 75，988 －14．4

総 務 費 415，116 549，073 32．3

民 生 費 959，886 1，075，213 12．0

衛 生 費 293，698 368，873 25．6

労 働 諸 費 497 1，369 175．5

農 林 水 産 業 費 888，519 427，940 －51．8

商 工 費 15，871 17，913 12．9

土 木 費 582，377 707，003 21．4

消 防 費 72，636 42，834 －41．0

教 育 費 324，754 296，813 －8．6

災 害 復 旧 費 374，614 425，112 13．5

公 債 費 849，366 895，073 5．4

歳 出 合 計 4，866，133 4，883，204 0．4

目的別歳出の状況

勝浦町では、まちづくりを進めるため様々な事業を、国等の補助金を活
用するとともに、町の借金といえる地方債を借り入れ行ってまいりました。
この地方債の増加が現在の厳しい財政状況の一つの大きな要因となっ
ています。
借金の返済としての公債費が標準財政規模（自治体の財政の健全な規
模をいう。）に占める割合を、公債費比率といい、グラフでは、その伸
びが顕著に現れています。

地方債の現在高と公債費比率

11．9 12．1
12．6

12．9

14．1

15．8

16．7
17．5 17．9

平
成
十
一
年
度

平
成
十
年
度

平
成
九
年
度

平
成
八
年
度

平
成
七
年
度

平
成
六
年
度

平
成
五
年
度

平
成
四
年
度

平
成
三
年
度

平
成
二
年
度

8，000，000

6，000，000

4，000，000

2，000，000

0

3，039，484

3，499，574

4，311，298

4，923，197

5，573，174
5，894，491

6，067，259 6，178，592 6，168，183

19．0
18．0

16．0

14．0

12．0

10．0

（単位:千円）

地方債現在高

公債費比率

（単位:％）

0.0

6，131，921

18．5

地方債現在高と公債費比率の推移

町民１人あたりの
決算額

議 会 費
10,778円

総 務 費
77,883円

民 生 費
152,512円

労 働 諸費
194円

商 工 費
2,541円

消 防 費
6,076円

災害復旧費
60,300円

衛 生 費
52,322円

農林水産業費
60,701円

土 木 費
100,284円

教 育 費
42,101円

公 債 費
126,961円
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47
回

徳
島
駅
伝

おつかれ
さ
ま

４

新
春
の
阿
波
路
を
駆
け
抜
け
る
徳

島
駅
伝
大
会
が
、
一
月
四
日
か
ら
六

日
ま
で
の
三
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
十
一
位
を
目
標
に
練
習

を
重
ね
て
き
た
も
の
の
、
残
念
な
が

ら
満
足
の
い
く
記
録
が
残
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
男
女
と
も
に

中
・
高
生
の
頑
張
り
、
一
般
選
手
の

粘
り
の
走
り
に
よ
り
、
阿
波
郡
に
二

十
三
分
五
十
九
秒
の
大
差
を
つ
け
総

合
十
二
位
と
な
り
ま
し
た
。

選
手
の
み
な
さ
ん
の
ご
健
闘
を
称

え
ま
す
。
ま
た
今
大
会
に
際
し
て
、

ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
後
援
会
の

方
々
を
は
じ
め
、
沿
道
各
所
で
ご
声

援
く
だ
さ
い
ま
し
た
町
民
の
み
な
さ

ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
大
会
に
お
い
て
、
大
会
長
か
ら

次
の
と
お
り
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

（
個
人
敢
闘
賞
）

古
田
祐
樹

（
三
日
目
チ
ー
ム
敢
闘
賞
）

勝
浦
郡
チ
ー
ム

ま
た
、
団
長
、
郡
陸
協
後
援
会
長

か
ら
次
の
町
内
選
手
に
各
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

（
最
優
秀
選
手
賞
）

木
原
佑
介

・

押
栗
佑
香

（
優
秀
選
手
賞
）

畠
田
浩
二

・

古
田
祐
樹

横
尾
雅
仁

・

藤
木
千
恵
美

（
敢
闘
賞
）

柿
原
昌
典

・

駒
津
普
司

山
平
和
也

・

藤
木
浩
史

畠
田
康
弘

・

大
谷
裕
史

美
馬
宏
美

（
努
力
賞
）
市
原

誠
・
藤
木
貴
至

岡
本
順
示
・
鈴
木
勝
仁

加
藤
将
平
・
瀧
花
陽
平

増
田
俊
英
・
美
馬
良
美

山
本
友
紀
・
谷
尻
奈
菜
子

（
新
人
賞
）
東
山
圭
佑
・
坂
口
裕
介

久
保
沙
央
理
・
中
西
景
子

業務用・施設用蛍光燈等のＰＣＢ使用安定器につ

いては、昭和47年に製造が中止されているが、現在

でも一部の施設において使用が続けられている実態

があり、八王子市等の小学校で蛍光燈の耐用年数が

過ぎたＰＣＢ使用安定器が破裂し、ＰＣＢ絶縁油が

小学生の身体に付着するという事件が発生したとの

報道がありました。

昭和32年１月から昭和47年８月までに製造された

次の器具にＰＣＢ使用安定器（コンデンサ）が用いら

れているので、調査の上、該当する場合は、平成13年

度末までに交換を終える等の対策を講じてください。

１．蛍光燈器具

40Ｗ以上のラピットスタート式蛍光燈器具であっ

て、「フリッカレス形」、「シーケンス形（直列ラピッ

ト始動形）」、「高出力形」、「超高出力形」の安定器

を使用した蛍光燈器具

２．水銀灯器具

別置形安定器を使用した水銀灯器具

３．低圧ナトリウム灯器具

① 上記１～３の器具に使用されている安定器には、
銘板（表示ラベル）が付されており、そこに製造年・

上に掲げる安定器の種類が表示されているので、当

該安定器が上記に該当するか否かを具体的に確認す

ることが可能である。
② ＰＣＢ使用安定器が用いられている器具は、上記

１～３の器具に限定され、これらはいずれも家庭用

のものではなく、通常、個々の家庭で使用されてい
る可能性はない。

③ 安定器を取り外す場合は、電気主任技術者、電気

工事士等の資格を有する方にお願いすることが必要

です。

－男女共同参画社会とは－
一人ひとりが、個人として尊重され、性別にとらわれることなく、

自らの意志と責任によって生き方を選択できる、社会のあらゆる分

野に対等の立場で参画し、創造し、共に発展を支えていく、そして、

女性も、男性も、いきいきと輝いて生きることができる社会です。

男女共同参画社会作りを推進するための、徳島県男女共同参画プ

ラザ“はばたき”が、徳島そごう８階に開設されています。広く県

民や女性の活動グループの活動・交流の場を提供するとともに、各

種の情報の収集提供や、女性に対する総合相談を実施しています。

今月は「女性総合相談｣についてお知らせします。

○電話相談（女性サポートダイヤル）

女性総合相談員がお話を聞いて、一緒に考えながら、あな

たが問題解決の糸口を見つけられるよう応援します。

○面接相談（予約制）

○女性のための法律相談

法律上の問題について、弁護士が相談をお受けします。

○女性のための健康相談

心や身体、健康について、助産婦が相談をお受けします

・相談は無料です ・秘密は厳守されます

あなたもお買い物のついでに、気やすく、プラザ“はばたき”

をご利用してはいかがでしょうか。新しい出会いが生まれるかも

わかりませんよ。

プラザ“はばたき”
住 所 徳島市寺島本町西１丁目５番地 徳島そごう８階

ＴＥＬ （088）655－3911 ＦＡＸ （088）626－6189

開所時間 10:00～18:00

休 日 毎週火曜日、徳島そごうの休業日、年末年始

男女共同参画社会のまちづくり 担当課 住民課 ２－1501

業務用･施設用蛍光燈等のＰＣＢ使用
安定器の事故に関する対策について！！

！！

柿原昌 典 主将押栗 義衛 選手（右）
畠田 康弘 選手（左）

駒津普 司 選手
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

○

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

・
功
績
賞

本

団

副
団
長

濱

守

○

徳
島
県
知
事
表
彰

第
四
分
団

団

員

中
西
勝
一

○

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

・
功
績
賞

第
二
分
団

団

員

押
栗
潔
往

第
五
分
団

元
分
団
長

原

良
作

・
精
績
賞

第
一
分
団

前
分
団
長

岸
上
好
男

第
二
分
団

団

員

宮
床
精
二

第
三
分
団

団

員

丑
若
英
成

第
五
分
団

団

員

野
上
洋
一

第
八
分
団

前
副
分
団
長

岡
本
秀
明

○

小
松
島
警
察
署
長
感
謝
状

第
六
分
団

前
分
団
長

鈴
木
隆
志

〃

団

員

増
田
孝
作

〃

分
団
長

山
路

操

○

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

第
一
分
団

団

員

新
居
正
志

第
二
分
団

副
分
団
長

橋
本
修
始

第
三
分
団

団

員

西
山
善
裕

第
四
分
団

団

員

定
作
誉
之

第
五
分
団

団

員

前
田
健
志

第
六
分
団

元
副
分
団
長

南

力

〃

団

員

陽
地
博
己

〃

団

員

柏
原
俊
雄

〃

団

員

河
野
洋
一

〃

班

長

中
西
孝
昭

〃

班

長

山
西
豊
治

第
七
分
団

団

員

野
崎
裕
之

第
八
分
団

団

員

岡
田
孝
志

第
九
分
団

団

員

坪
井
康
宏

機

動

隊

隊

長

岡
本
重
男

○
勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

第
一
分
団

団

員

山
本
成
和

〃

団

員

宮
下
充
玄

〃

前
団
員

北
峯
三
紀
夫

第
二
分
団

団

員

宮
本
孝
史

第
三
分
団

団

員

岡
本
勤
矢

第
四
分
団

団

員

倉
越

修

〃

団

員

前
田

治

第
五
分
団

班

長

前
垣
英
剛

〃

団

員

河
村

修

第
六
分
団

団

員

田
中

洋

第
七
分
団

団

員

太
田

豊

第
八
分
団

分
団
長

岡

佳
一

第
八
分
団

班

長

古
田
富
士
夫

第
九
分
団

分
団
長

徳
政
栄
宣

〃

団

員

櫻
野
善
久

〃

団

員

斎
藤

弘

機

動

隊

班

長

山
田

徹

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

次
の
方
々
が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

本

団

前
副
団
長

麻
植

敏

第
一
分
団

前
分
団
長

岸
上
好
男

〃

前
団
員

戸
田
裕
章

〃

前
団
員

杉
本

守

〃

前
団
員

北
峯
三
紀
夫

第
二
分
団

元
副
分
団
長

與
川
勝
己

第
三
分
団

前
団
員

岡
本
成
史

〃

前
団
員

稲
井

健

第
五
分
団

元
分
団
長

原

良
作

〃

元
分
団
長

田
村
文
宜

第
六
分
団

前
分
団
長

鈴
木
隆
志

〃

元
副
分
団
長

南

力

〃

元
班
長

青
木
康
明

〃

元
班
長

大
森
健
樹

第
七
分
団

前
分
団
長

大
下
和
雄

第
八
分
団

前
副
分
団
長

岡
本
秀
明

第
九
分
団

前
団
員

北
野
秀
和

機

動

隊

前
隊
長

久
木
喜
仁

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

一
月
一
日
付
け
で
次
の
方
々
が
入

団
さ
れ
ま
し
た
。

本

団

副
団
長

新
居
福
夫

第
一
分
団

団

員

福
良
雅
俊

〃

団

員

北
峯
和
典

〃

団

員

中
尾
博
昭

〃

団

員

影
平

学

第
二
分
団

団

員

朔

文
彦

第
三
分
団

団

員

桑
原
明
生

〃

団

員

中
西
功
一

第
五
分
団

団

員

金
澤
豊
幸

〃

団

員

播

孝
則

第
六
分
団

団

員

山
路
利
男

〃

団

員

西
谷

猛

〃

団

員

山
村
裕
一

〃

団

員

尾
花
豊
文

第
七
分
団

団

員

谷

誠
二

第
八
分
団

団

員

岡
本
好
文

第
九
分
団

団

員

西
野
敬
裕

機

動

隊

団

員

中
瀬
弘
晴

安
全
と
快
適
な
町
づ
く
り
は
、私
た
ち
の
使
命
で
す
!!

平
成
十
三
年
勝
浦
町
消
防
出
初
式
が
一
月
七
日
勝
浦
中
学
校
体
育
館
で
勇
壮
に
行
わ
れ
、

永
年
消
防
活
動
に
携
わ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
深
く
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

本
年
新
し
く
入
団
さ
れ
ま
し
た
消
防
団
員
に
は
、
勝
浦
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

勇壮に挙行



住
民
税
・
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
自
ら
の
正
し
い
記

帳
に
基
づ
い
て
一
年
間
の
所

得
を
計
算
し
適
正
な
申
告
と

納
税
を
し
て
い
た
だ
く
「
申

告
納
税
制
度
」
を
採
っ
て
い

ま
す
。
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
期
限
ま
で
に
申
告

を
し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た

申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
本

税
の
ほ
か
に
加
算
税
や
延
滞

税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
期
限
内
に
正
し
く
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
は
次
表
の
と
お
り
で

す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

一
般
の
人
の
場
合

平
成
十
二
年
中
に
事
業
所
得

（
農
業
・
商
業
等
）、
不
動
産
所
得
、

雑
所
得
（
年
金
等
）、
及
び
譲
渡

所
得
（
土
地
等
を
売
っ
た
場
合
）

な
ど
の
所
得
が
あ
る
人

給
与
所
得
者
の
場
合

給
与
所
得
者
の
内
、
年
末
調
整

を
行
っ
た
人
は
、
そ
の
年
の
納
税

が
完
了
し
て
い
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん

ど
の
人
は
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
人
は

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○

給
与
の
収
入
金
額
が
二
千
万
を
超

え
る
人

○

給
与
を
二
ヶ
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
人

○

給
与
以
外
の
所
得
の
あ
る
人

な
お
、
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い

給
与
所
得
者
で
も
、
次
の
よ
う
な
と

き
に
源
泉
徴
収
税
額
が
あ
る
と
、
申

告
に
よ
り
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○

本
人
や
家
族
の
医
療
費
を
十
万
円

を
超
え
て
支
払
っ
た
と
き

○
住
宅
ロ
ー
ン
に
よ
り
住
宅
を
新
築
・

購
入
し
た
と
き

○

年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し

な
か
っ
た
た
め
に
年
末
調
整
を
受

け
な
か
っ
た
と
き

い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
一
定
の
要

件
や
決
め
ら
れ
た
書
類
の
添
付
が
必

要
で
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
徳
島

税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。
〇
八
八
―
六
二
二
―
四
一
三
一

「
還
付
申
告
相
談
会
場
」

場
所

徳
島
市
文
化
セ
ン
タ
ー

時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

期
間

平
成
十
三
年
一
月
二
十
四
日

か
ら
二
月
十
五
日
の
間

但
し
、
土
・
日
・
祭
日
と
二
月
六

日
を
除
く
日

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
場
合

所
得
が
な
い
方
で
も
申
告
が
必
要

で
す
。
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
と
、

保
険
税
の
減
額
に
該
当
し
て
も
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書

を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
「
申
告

書
」
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
、「
給
与
支

払
報
告
書
」

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人
は

「
医
療
費
の
領
収
書
及
び
保
険
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の
明
細

書
」
生
命
保
険
・
損
害
保
険
料
の
証
明

書そ
の
他
「
印
鑑
」「
会
計
帳
簿
」「
収

支
の
わ
か
る
書
類
」

バ
イ
ク
や
自
動
二
輪
、
軽
自
動
車

な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
毎
年

四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
も
う
す
で
に
使
用

し
て
い
な
い
軽
自
動
車
で
も
、
廃
車

の
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
今
後
ず
っ

と
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
だ
れ
か
に
売
っ
た
り
、
譲
っ

た
り
し
て
も
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば

同
様
の
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
廃

車
や
名
義
変
更
の
届
出
を
し
て
い
な

い
人
、
ま
た
住
所
を
変
更
し
た
人
は
、

三
月
三
十
日

ま
で
に
次
の
窓
口
で

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

６

月 日 対象地区 場 所

２月16日 沼江・石原 石 原 集 会 所

19日 山西・掛谷 ＪＡ生比奈支所

20日 生 名 役場（第１ ･ ２）

21日 久 国 〃
23日 棚野・立川 〃

26日 今 山 今 山 集 会 所

27日 黒 岩 勝 浦 会 館

３月１日 中 角 農 村 婦 人 の 家

２日 星 谷 星 谷 集 会 所

５日 中 山 中 山 集 会 所

６日 横 瀬 農村環境改善センター

７日 与 川 内 〃

９日 坂 本 ＪＡ坂本事業所

12日 〃 坂 本 集 会 所
13日 全 町 役場（第１ ･ ２）

14日 〃 〃

15日 〃 〃

※時間：午前９時～午後４時まで

住民税の所得申告及び所得税確定申告受付日程表
平成13年度

住民税･所得税の
確定申告は
正しく期限内に

○ 原動機付自転車（125cc以下のバイク）

町役場税務課（ ２－１５０３）

○ 二輪の小型自動車（125cc以上のオートバイ）

四国運輸局徳島陸運支局

（ ０８８－６４１－４８１２）

○ 軽自動車

徳島県軽自動車協会

（ ０８８－６４１－２０１０）

税

務

課

廃
車･

名
義
変
更
は

確
実
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
!

（１）（２）

（３）（１）（２）（３）（４）（５）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（金）

（月）

（火）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（月）

（火）

（水）



７

私
は
、「
税
」
と
い
え
ば
消
費
税
が

思
い
浮
か
び
ま
す
。
百
円
の
品
物
を

買
え
ば
五
％
の
消
費
税
が
付
き
支
払

わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
他

に
も
酒
税
や
た
ば
こ
税
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
社
会
人
に
な
っ
て

働
き
は
じ
め
る
と
税
金
を
納
め
な
く

て
は
い
け
な
い
よ
う
で
す
。
私
は
、

最
近
ま
で｢

税
金｣

を
悪
い
よ
う
に
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
私
の
身
近
な

も
の
で
考
え
る
と
、
学
校
や
図
書
館

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
を

つ
く
っ
た
り
直
し
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
の
四
月

一
日
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
介
護
保

険
に
も
関
わ
る
福
祉
の
こ
と
が
あ
ま

り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
私
の
姉
は
老
人

施
設
で
働
い
て
い
て
、
帰
っ
て
く
る

と
家
族
に
今
日
あ
っ
た
出
来
事
を
話

し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
そ

ん
な
に
関
心
が
な
い
せ
い
か
姉
の
話

を
聞
き
流
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
私
に
だ
っ
て
訪
れ
る
こ
と
か
も

し
れ
な
い
施
設
な
の
で
す
。
そ
の
施

設
も
税
金
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も

の
な
の
で
す
。「
税
金｣

と
い
う
も
の

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
応
じ
て
活

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス

で
、
あ
る
デ
パ
ー
ト
が
税
金
で
建
て

な
お
し
を
し
よ
う
と
い
う
の
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
そ
れ
を
聞
い
た
時
、

な
ぜ
私
た
ち
の
納
め
た
税
を
使
っ
て

建
て
な
お
し
を
し
よ
う
と
し
た
の
か

と
思
い
ま
し
た
。
今
ま
で
、
み
ん
な

の
役
に
立
っ
て
い
た
税
が
こ
ん
な
形

で
役
立
つ
の
は
、
私
と
し
て
は
少
し

考
え
が
つ
か
な
い
こ
と
で
し
た
。

今
ま
さ
に
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
で
私
は
よ
り
よ
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
も
っ
と
税
金
の

使
い
道
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
老
後
の

安
定
し
た
生
活
や
健
康
な
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
費

用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
中
心
と
な
る
の
が
税
金
だ
と

思
う
の
で
す
。
私
た
ち
は
税
金
の

果
た
す
役
割
を
正
し
く
理
解
す
る

と
同
時
に
、
社
会
保
障
と
税
負
担

の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
真

剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
き
ち
ん
と
税
を
納
め
ら
れ

る
よ
う
な
立
派
な
大
人
に
な
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

税
に
関
す
る
作
文
２

税
に
つ
い
て
考
え
る

勝浦中学校３年

森 川 友 美さん

とくしま 東方 験 文 録 ワークショップ
ビッグ星 祭り －光と影で遊ぼう－

10日 午前10時～午後４時

11日 午前10時～午後４時30分

会 場 徳島県勝浦町 旧坂本小学校体育館

指 導 楫 義 明（武蔵野美術大学芸術文化学科教授）

企画実施 武蔵野美術大学学生

定 員 30名 親子参加大歓迎

参加費 3,000円（親子5,000円）

問い合わせ・申込先

町役場産業振興課内「わくわくショップ

勝浦2001」実行委員会事務局 ２－1505

申込締切 ２月23日まで
※希望者多数のときは抽選とします。

2001 3 10 ･11月 日 日年
勝浦町には、悪いことをする星を弘法大師が閉じ込めたも
のが岩になったという「星の岩屋」伝説があります。
この伝説では悪い星が主役ですが、ワークショップではみ
なさんによい星、美しい星になってもらい、それぞれが宙に

輝く星のようになってもらいます。
一人ひとりのポーズする形を写しとり、それに色々な素材
を加えて、イメージ豊かな自分型のオブジェを作ります。こ

れを使って影絵遊びや光遊びをします。
全員の自分型ポーズオブジェが、どんな星空を創って新し
い伝説を生むか楽しみです。

とくしま・東方・験・文・録とは……
この芸術体験モデル事業は、徳島県中山間地域で子ども達
や住民が気軽に造形活動を楽しみ、芸術・文化に触れる機会
を広げようという試みです。

とくしま・東方・験・文・録 名前の由来
東方 徳島県の東部圏域を現す。
験 体験する、試みるという、能動的なかかわりを現す。
文 文化村の文を示し、芸術・文化などを現す。

録 「心にしるす」という意味合いから、事業の定着性･普及性を現す。

あなたも参加してみませんか
!!

（土） （日）

（土）

（日）



と

き

二
月
二
十
五
日

か
ら

三
月
十
一
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

と
こ
ろ

勝
浦
町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
体
育
館
）

入
場
無
料
（
お
願
い:

ひ
な
人
形
保
存
募
金
一
〇
〇
円
）

千
葉
県
・
勝
浦
市
と
徳
島
城
博
物
館

で
同
時
開
催

ビ
ッ
ク
ひ
な
祭
り
も
、
第
十
三
回
目
と
な

り
、
新
世
紀
を
迎
え
、
新
し
い
展
開
を
み
せ

て
お
り
ま
す
。

全
国
勝
浦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
進
め
て
お
り
ま

す
、
千
葉
県
・
勝
浦
市
に
お
い
て
、
関
東
で
初

め
て
の
「
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
の
開
催
を
決
定

し
、
本
町
か
ら
も
約
七
、〇
〇
〇
体
の
人
形
を

贈
り
、
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
徳
島
市
の
徳
島
城
博
物
館
に
お
い

て
も
「
ひ
な
人
形
の
世
界
」
が
計
画
さ
れ
、

本
町
か
ら
古
代
び
な
、
木
製
の
ひ
な
道
具
な

ど
が
展
示
さ
れ
る
な
ど
、
豪
華
な
人
形
展
が

同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
世
紀
を
迎
え
、
勝
浦
町
を
発
信
源
に
、

日
本
の
文
化
と
心
の
豊
か
さ
を
求
め
、
新
し

い
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

ひ
な
祭
り
に
参
加
を

ひ
な
祭
り
は
、
準
備
に
約
二
週
間
、
後
片

付
け
に
一
週
間
か
か
り
、
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
だ
け
で
は
賄
え
な
く
な
っ
て
お
り
、

毎
年
、
多
数
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
年
も
町
内
外
に
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
の
で
、
町
内
で
初
め
て
の
方

の
参
加
・
協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。

準
備
は
、
二
月
十
日
か
ら
始
め
ま
す
が
、

一
般
の
方
の
協
力
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
二

月
二
十
三
日
ま
で
の
ひ
な
人
形
の
受
付
け
、

飾
付
け
、
会
場
整
備
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

後
片
付
け
は
、
三
月
十
二
日
か
ら
三
月
十

六
日
ま
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多

く
の
方
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
な
イ
ベ
ン
ト

ひ
な
祭
り
は
、
二
月
二
十
五
日
か
ら
三
月

十
一
日
ま
で
の
十
五
日
間
、
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
期
間
中
、

町
内
外
か
ら
多
数
参
加
に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

二
月
二
十
五
日

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

人
形
浄
瑠
璃
・
勝
浦
座
特
別
講
演三
月
三
日

ひ
な
行
列
・
稚
児
行
列

三
月
四
日

お
手
玉
競
技
会

三
月
十
一
日

ひ
な
市

全
日

藤
井
悦
子
ひ
な
人
形
掛
軸
・
色
紙
・

特
別
展

全
日

そ
の
他

別
紙
チ
ラ
シ
の
と
お
り

ひ
な
行
列
は
、
自
由
参
加
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
多
数
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ひ
な
祭
り
実
行
委
員
会

総 務 課 ２－２５１１

議会事務局 ２－２５１３

住 民 課 ２－１５０１

福 祉 課 ２－１５０２

税 務 課 ２－１５０３

同和対策課 ２－１５０４

産業振興課 ２－１５０５

建 設 課 ２－１５０６

教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）

イグアノドン
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催

し

・

イ

べ

ン

ト

新
世
紀
の
春
を
告
げ
る

第
十
六
回

勝
浦
町
芸
能
大
会

日

時

三
月
三
日

開
場

午
後
五
時
三
十
分

開
演

午
後
六
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

町
民
の
み
な
さ
ま
の
芸
能
文
化
の
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
の
発

表
の
場
と
し
て
、
勝
浦
町
芸
能
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

多
数
の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
な
お
先
着

百
五
十
人
の
方
に
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

勝
浦
市
へ
人
形
を
贈
る

博
物
館
展
示
の
古
代
び
な

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り

（日）

（日）

（土）

Ｊ
Ｒ
Ｔ
ラ
ジ
オ「
カ
ラ
オ
ケ
大
賞
」



早
春
の
日
差
し
を
体
に
浴
び
て
、
勝
浦
川
の
せ

せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
楽
し
い
健
康
、
体
力
づ
く

り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期

日

平
成
十
三
年
三
月
十
一
日

午
前
九
時
か
ら
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所

勝
浦
町
大
字
星
谷

星
谷
運
動
公
園

参
加
資
格

各
コ
ー
ス
完
走
で
き
る
健
康
な
人

種

目

①
一･

五
㎞
コ
ー
ス

年
齢
制
限
な
し

②
三
㎞
コ
ー
ス

小
学
生
・
中
学
生
以
上

男
女

③
五
㎞
コ
ー
ス

男
三
十
九
歳
以
下
・
男
四
十
歳
以
上
・
女
性
の
部

④
十
㎞
コ
ー
ス

男
三
十
九
歳
以
下
・
男
四
十
歳
以
上
・
女
性
の
部

⑤
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
（
四
二･

一
九
五
㎞
）

男
三
十
九
歳
以
下
・
男
四
十
歳
代

男
五
十
歳
以
上
・
女
性
の
部

今
回
は
七･

六
㎞
の
周
回
コ
ー
ス
を
使
用
し

て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
行
い
ま
す
。
給
水
、
軽
食
、

計
時
も
七･

六
㎞
ご
と
に
行
う
予
定
で
す
。
体

調
が
悪
く
な
れ
ば
リ
タ
イ
ア
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

参

加

料

○

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者

三
千
円

（
勝
浦
郡
内
の
中
・
高
校
生
は
無
料
）

○

三
～
十
㎞
コ
ー
ス

一
般
三
千
円

高
校
生
以
下
千
円

小
学
生
以
下
五
百
円

○

一･

五
㎞
コ
ー
ス

五
百
円
（
表
彰
な
し
）

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
搬
送
の
こ
と
）

参
加
申
込

二
月
十
九
日

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Information

９

楽
し
く
走
っ
て
健
康
づ
く
り

第21回

パソコン教室開校

①勝浦町図書館２階視聴覚室 ９:00～12:00

②勝浦町教育集会所 14:00～17:00

勝浦町では、住民のみなさまに気軽に
講習を受講できるように配慮し計画をし

ております。
「コンピュータにさわったことないけ

ど、インターネットには興味がある。」
「下宿している子どもにメールを送って
みたい。｣「ホームページってどんなもの？」

と思っている方は、パソコン教室に入門
しませんか。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
を
農
地
以
外
の

地
目
（
宅
地
、
山
林
等
）
に
変
更
す
る
場
合

の
申
請
を
受
付
け
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
農
地
が
農
業
振
興
地
域
内
に
あ

る
場
合
は
、
農
業
振
興
地
域
か
ら
除
外
し
て
お

か
な
け
れ
ば
転
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外
は
、
一
年
に
一

度
だ
け
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
時
期
は
毎
年
三
月
十
日
に
受
付
け
を
締
切

り
、
許
可
が
出
る
の
が
八
月
頃
と
な
り
ま
す
。

農
地
を
転
用
す
る
予
定
が
あ
る
場
合
は
、

農
業
振
興
地
域
に
入
っ
て
な
い
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

農
地
の
転
用
に
ご
注
意
を
!

二
月
の
予
定

28日 22日 15日 ８日 １日

・
寒
川
伊
佐
男
先
生
の
講
演

（
幼
児
期
の
発
達
と
家
庭
の
し
つ
け
）

・
日
和
佐
の
カ
ッ
パ
の
源
さ
ん
に
よ
る
遊
び
と
講
話

（
こ
ま
、た
い
こ
他
、子
育
て
に
関
す
る
話
）

・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
周
病
予
防
に
つ
い
て
の
話

・
二
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
に
参
加
す
る

・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
染
め
出
し
チ
ェ
ッ

ク
後
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

・
歯
科
医
師
に
よ
る
健
診
及
び
相
談

・
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

わ
ん
ぱ
く
教
室
へ

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
!

募

集

し

ま

す

お

知

ら

せ

10:30～

12:00

平
成
十
三
年
度
の
臨
時
的
な
業
務
に
従
事
す
る

臨
時
的
任
用
職
員
の
募
集
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
期
日
ま
で
に
市
販
の
履
歴
書

一
通
（
写
真
添
付
の
も
の
）
を
十
三
年
二
月
二
十

二
日
ま
で
に
勝
浦
町
役
場
総
務
課
あ
て
郵
送
す
る

か
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

記

職

種

事
務
補
助
員

若
干
名

保
育
士

若
干
名

任
用
期
間

地
方
公
務
員
法
に
よ
り
一
年
の
範
囲
内

（
平
成
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十

四
年
三
月
二
十
九
日
）
で
必
要
な
期
間

勤
務
地

勝
浦
町
役
場
及
び
保
育
所
等

履
歴
書
郵
送
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ

〒
七
七
一
―
四
三
九
五

徳
島
県
勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
久
国

勝
浦
町
役
場
総
務
課

〇
八
八
五
四
―
二
―
二
五
一
一

勝
浦
町
臨
時
職
員
募
集

平成13年度

《
申
込
先
》
〒
七
七
一
―
四
三
九
五

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
久
国

勝
浦
町
教
育
委
員
会

〇
八
八
五
四
―
二
―
二
五
一
五

大
会
当
日
、
コ
ー
ス
お
よ
び
会
場
周
辺
は
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

受講期間 平成13年３月26日 ～29日 の４日間
受講場所

定 員 ①20名 ②５名
費 用 無 料
（テキスト代金はご負担願う場合があります。）

講座内容 パソコン基本操作、ワープロ
文書の作成、インターネット、メール

の送受信
申し込み ハガキに住所･氏名･年齢･生年
月日･希望場所をご記入のうえ２月20日

までに教育委員会へ申し込みください。
※希望者が多い場合は、４月以降に受講して
いただくようになりますので、念のため申
し添えます。

勝
浦
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（月）

（日）

（日）

（月） （木）

（水） （木）（木）（木）（木）



建
築
・
土
木
工
事

①
建
設
工
事
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書

一
式

（
申
請
書
は
役
場
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。
一
部
三
百
円
）

②
添
付
書
類

・
身
分
証
明
書

・
納
税
証
明
書

・
印
鑑
証
明
書

・
労
働
保
険
加
入
証
明
書（
写
）

・
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
、
履
行

証
明
書（
写
）

・
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
加
入
証
明

書（
写
）

・
任
意
労
災
制
度
加
入
証
明
書
又
は
振
込

み
通
知
書（
写
）

・
登
記
簿
謄
本（
法
人
）

・
代
表
者
の
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書（
写
）

・
建
設
業
許
可
通
知
書（
写
）

③
受
付
期
間

三
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一

日
（
期
間
厳
守
）
た
だ
し
、
土
・
日
・

祝
日
を
除
き
ま
す
。

④
受
付
場
所

役
場
建
設
課

⑤
有
効
期
間

平
成
十
三
年
度

詳
し
く
は
、
建
設
課
（

二
―
一
五
〇
六
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
物
品
等

①
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
経

歴
書

一
式

（
国
・
県
の
様
式
に
準
ず
る
）

②
添
付
書
類

・
身
分
証
明
書

・
損
益
計
算
書
・
貸
借
対
照
表

・
納
税
証
明
書

・
印
鑑
証
明
書

・
登
記
簿
謄
本（
法
人
）

・
営
業
証
明
書（
個
人
）

・
使
用
印
鑑
届

・
特
約
店
又
は
代
理
店
の
証
明
書（
写
）

・
営
業
に
関
す
る
許
可
、
認
可
等
の
証
明

書（
写
）

③
受
付
期
間

三
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一

日
（
期
間
厳
守
）
た
だ
し
、
土
・
日
・

祝
日
を
除
き
ま
す
。

④
受
付
場
所

役
場
総
務
課

⑤
有
効
期
間

平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
十

四
年
度

詳
し
く
は
、
総
務
課
（

二
―
二
五
一
一
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○

募
集
期
間

平
成
十
三
年
四
月
二
日
～
二
十
日

○

採
用
予
定
人
員

高
校
生

一
人
程
度

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
生

一
人
程
度

大
学
生

三
人
程
度

○

奨
学
貸
付
金
等
の
額

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
入
学
準
備
金

大
学
入
学
準
備
金

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

○

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子
弟
で
あ
る

こ
と
の
証
明
書
（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可
書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ
り
ま
す
の
で
、
書
類
の
様

式
等
応
募
方
法
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（

二
―
二
五
一
五
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
生
の
児
童
・
生
徒
が
い
る
家
庭

で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
医
療
費
、
給
食

費
、
学
用
品
費
等
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

《
受
給
資
格
》

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
非
課
税
と

な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇
労
働
者
を

希
望
し
、
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

《
申
請
書
提
出
期
間
》

平
成
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
二
十
日

な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局
（

二
―

二
五
一
五
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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建設課
総務課

建
築
・
土
木
工
事
等
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
の
受
付
け

平
成
十
三
年
度
に
勝
浦
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
の｢

指
名
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書｣

の
受
付
け
を
行
い
ま
す
。

申
請
に
は
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

ご

利

用

く

だ

さ

い

勝
浦
町
育
英
奨
学
金

貸
付
に
つ
い
て

平成13年度

就
学
援
助
制
度

ご
存
知
で
す
か
？

21世紀は、地方分権、町

村合併、財政の立て直し等

さまざまな難問を、解決し

ていかなければなりません。

そこで、行政側の情報

公開だけでなく住民の方々

の情報提供により、更に

すばらしい町づくりを行

いたいと思いますので、

多くの住民のご参加をお

願いします。

と き ２月18日

午後６時から

ところ 久国集会所

主 催 久国区

地区だより

岡本県議・川口町長・
中田町議を迎えて

行政を聞き
語る住民集会

（日）



軸
替
え
て
ほ
っ
と
く
つ
ろ
ぐ
年
の
暮

臘ろう
梅ばい
の
仄ほの
か
に
香
る
畑
に
佇た
つ

坂
本

美

馬
直

枝

ダ
ム
中
止
決
ま
り
て
山
の
眠
り
け
り

短
日
や
一
人
遍
路
の
急
ぎ
足

坂
本

中

山

治

初
旅
や
粋
な
ダ
ブ
ル
の
招
し
ょ
う

待たい
券けん

寒
月
や
肩
を
す
ぼ
め
て
夜
学
の
子

坂
本

仙

才

清

紅
白
の
歌
の
余
韻
や
除
夜
の
鐘

初
旅
と
北
海
道
の
叔
母
来
た
る

坂
本

仙

才
良

子

除
夜
の
鐘
焚
火
を
囲
み
呑
む
あ
め
湯

初
旅
や
噴
煙
な
な
め
桜
島

坂
本

山

口
昭

市

初
旅
や
妻
の
口
紅
色
か
え
て

悴かじ
か
み
し
両
手
で
も
ら
う
夕
刊
紙

坂
本

池

谷
武

久

寒
月
や
隣
の
猫
の
恋
は
じ
め

除
夜
の
鐘
余
韻
嫋
々
長
禍
弄

坂
本

新

居
雄

彦

悴かじ
か
む
手
皆
ポ
ケ
ッ
ト
に
登
校
児

寒
月
や
峠
に
灯
る
一
軒
家

坂
本

新

居

晋

つ
く
づ
く
と
己
い
と
し
む
初
鏡

寄
鍋
を
囲
む
と
云
う
も
老
二
人

三
溪

中
山
い
く
子

瞬
き
の
間
に
も
過
ぎ
に
し
年
新
た

初
春
や
貸
自
転
車
で
讃
岐
路
を

横
瀬

日
下
智
世
子

岩
屋
寺
の
紅
葉
散
り
た
り
清
水
に

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

星
一
つ
從
へ
わ
た
る
冬
の
月

躾
糸
抜
く
指
白
く
春
立
つ
日

棚
野

井
上
さ
か
え

焼
く
程
に
網
の
隙
間
や
餅
垂
る
る

切
手
の
笊
に
載
る
ま
ま
白
き
ま
ま

生
名

石
田

白
秋

七
転
び
八
起
の
夢
見
春
を
待
つ

き
び
し
世
を
幸
せ
祈
り
初
詣

生
名

小
西

典
子

よ
り
添
う
て
ぬ
く
も
り
頒
つ
浮
寢
鳥

水
洟ばな
や
恋
物
語
り
読
む
と
き
も

生
名

丸
山

香
月

庭
の
柿
一
つ
残
し
て
十
二
月

冬
初
め
下
着
一
枚
重
ね
着
る

掛
谷

駒
津

光
洋

ど
こ
か
ら
も
鹿
背
山
見
ゆ
る
枯
野
道

紅
を
溶
く
寒
の
水
と
て
一
ト
雫

沼
江

大
川

富
美

新
居
得
て
初
湯
に
も
あ
り
木
の
匂
い

一
斉
に
打
つ
拍
手
や
初
日
の
出

沼
江

中
井
清
二
郎

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

今
年
も
早
二
月
に
は
い
る
。
初

虹
・
初
蝶
・
初
桜
等
々
。
誰
も

初
の
つ
い
た
季
題
を
詠
う
こ
と

の
難
し
さ
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。

冬
か
ら
春
へ
移
行
す
る
間
は
ざ
ま

の
季

節
感
が
な
か
な
か
出
な
い
。
初

を
置
く
と
収
ま
り
が
よ
い
の
で

無
意
識
に
使
っ
て
し
ま
う
。
初

虹
と
虹
を
鮮
や
か
に
詠
い
わ
け

る
表
現
力
は
容
易
で
な
い
。
光
・

風
・
匂
ひ
・
音
・
乾
き
・
湿しめ
り

等
に
自
分
が
し
っ
か
り
身
を
晒

す
こ
と
だ
ろ
う
か
。

季
節
は
駈
足
で
逃
げ
て
ゆ
く

（
係
）

人
形
浄
瑠
璃
は
、
語
り
（
太
夫
）
三
味
線
・
人

形
遣
い
の
三
位
一
体
の
伝
統
芸
能
。
い
ず
れ
も
後

継
者
の
育
成
が
望
ま
れ
て
お
り
、
私
ど
も
は
こ
の

た
び
語
り
と
三
味
線
の
伝
承
講
座
を
開
講
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
有
志
の
ご
入
門

を
心
待
ち
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

塾
開
き

平
成
十
三
年
二
月
五
日

十
三
時
よ
り

徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
四
階
和
室
に
て

受
講
日

毎
週
月
曜
日
十
時
か
ら
十
六
時
（
月
四
回
）

受
講
時
間

自
由
、
入
会
随
時

会

費

年
会
費

八
千
円

月
謝

一
万
円

教

室

徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
四
階
和
室

〇
八
八
―
六
二
二
―
八
一
二
一

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

（
事
務
局
）〒
七
七
〇
―
八
〇
四
一

徳
島
市
上
八
万
町
西
山
一
〇
八
一

竹
本
友
和
嘉

〇
八
八
―
六
四
四
―
〇
六
八
二

指

導

豊
澤
町
子
（
喜
笑
会
師
匠
）

竹
本
友
和
嘉
（
人
間
国
宝
鶴
澤
友
路
師
門
下･
友
和
嘉
会
師
匠
）

難
病
は
現
在
の
と
こ
ろ
原
因
が
わ
か
ら
ず
、
慢

性
的
に
経
過
す
る
病
気
で
す
。

そ
の
た
め
に
患
者
さ
ん
や
家
族
の
抱
え
る
身
体

的
・
精
神
的
な
負
担
は
大
変
大
き
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
患
者
さ
ん
や
家
族
の
方
が
地
域
で
よ
り
よ
く
生

活
す
る
た
め
に
は
地
域
の
み
な
さ
ま
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。

開
催
日
時

平
成
十
三
年
三
月
十
一
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時
ま
で

（
受
付
開
始

午
後
一
時
）

会

場

ひ
ま
わ
り
会
館
二
階
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

阿
南
市
富
岡
町
北
通
三
三
―
一

内

容

開

会

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

基
調
講
演
「
難
病
の
基
礎
知
識
」

午
後
一
時
四
十
分
か
ら

講
演
者

徳
島
神
経
難
病
自
助
ケ
ア
研
究
会
会
長

西
田
善
彦
先
生

徳
島
大
学
医
学
部
附
属
病
院

第
一
内
科
非
常
勤
講
師

伊
月
病
院
院
長

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
難
病
患
者
さ
ん
の
地
域
支
援
を
考
え
る
」

午
後
二
時
四
十
分
か
ら

参
加
費

無

料

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

阿あ
南なん
保ほ
健けん
所しょ

疾しっ
病ぺい
対たい
策さく
係かかり

〇
八
八
四
―
二
二
―
〇
〇
七
二（
内
線
三
六
）

参
加
希
望
者
は
、
三
月
九
日
ま
で
に
電
話
で
保

健
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
平
成
十
三
年
度
に
は
、
ひ
き
つ
づ
き
「
難
病

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」
を
開
催
予
定
で
す
。
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Information

難
病
患
者
さ
ん
の

地
域
支
援
を
考
え
る

共
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

阿
波
浄
瑠
璃
塾

プ ロ
フィール

○

県
内
外
の
浄
瑠
璃
公
演
の
観
賞
・
参
加

○

社
中
競
演
会
の
開
催

○

大
阪
文
楽
観
賞

な
ど

課
外
行
事

徳島県最低賃金

4，852円１日

607円１時間

実施年月日
平成12年10月１日

お問い合わせ・ご相談は
徳島県労働基準部賃金室
（ 088－652－9165）
又は最寄りの労働基準監督署へ

“今すぐ確認! 最低賃金”

詩
の
こ
み
ち

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
募
集

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

短
歌
一
人
一
首

川
柳
一
人
一
句

あ
て
先

中
角

豊
田

明

俳
句
一
人
二
句

締
切

い
ず
れ
も
二
月
二
十
日

次
回
作
品
募
集

二
月
五
日
締
切
り

短
歌
一
人
二
首

三
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

わ
た
し
の
作
品

（日）

（月）
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クリーン情報リサイクルで豊かな未来

家電リサイクル法 パートⅡ

家電リサイクル法制定の背景

わが国における一般廃棄物のリサイ
クル率は10％と低い数字で、今のペー

スで廃棄物の埋立て処理を行った場合

埋立て処理場は全国平均であと8.5年
分しかもたないと言われています。

家電製品は収集に手間がかかるうえ、処
理施設での破砕も難しいため、大部分が埋

め立てられています。その反面、リサイクル

が可能な資源を多く含んでおり、リサイクル
体制の整備が必要だと考えられていました。

わが国のゴミ事情 家電製品の処理における課題

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象

Ｑ1
と
な
る
家
電
製
品
は
何
で
す

か
。
主
に
一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ
て

Ａ1
い
る
「
エ
ア
コ
ン
」「
テ
レ
ビ

（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
）」「
電
気
冷
蔵

庫
」「
電
気
洗
濯
機
」
の
四
品
目
で
す
。

ど
う
し
て
消
費
者
が
料
金
を

Ｑ2
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
か
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
円
滑
な

Ａ2
運
用
の
た
め
に
は
、
小
売
店
や
、

市
町
村
等
に
よ
る
収
集
・
運
搬
、

メ
ー
カ
ー
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
及
び
消

費
者
に
よ
る
費
用
負
担
と
い
っ
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
消
費
者
も
費
用
の
分
担
を
通
じ
て
、

循
環
型
経
済
社
会
の
構
築
に
向
け
て
重

要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

消
費
者
が
負
担
す
る
料
金
は

Ｑ3
い
く
ら
で
す
か
。

消
費
者
の
負
担
す
る
料
金
は
、
小

Ａ3
売
業
者
や
市
町
村
等
の
「
収
集
・

運
搬
料
金
」＋
製
造
業
者
（
メ
ー

カ
ー
）
の
「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
で
す
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
は
次
の
と
お
り

で
す
。
○
エ
ア
コ
ン

三
、五
〇
〇
円

○
テ
レ
ビ

二
、七
〇
〇
円

○
冷
蔵
庫

四
、六
〇
〇
円

○
洗
濯
機

二
、四
〇
〇
円

な
お
、「
収
集
・
運
搬
料
金
」
に
つ
い

て
は
未
定
で
す
。

古
く
な
っ
た
家
電
製
品
を
引

Ｑ4
き
取
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
が
。

そ
の
製
品
を
お
買
い
上
げ
に
な
っ

Ａ4
た
家
電
小
売
店
か
、
同
じ
種
類

の
製
品
を
買
お
う
と
し
て
い
る

小
売
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
こ
の
場

合
、
小
売
店
に
は
古
い
家
電
製
品
を
引

き
取
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

自
治
体
（
市
町
村
）
の
役
割

Ｑ5
は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

基
本
的
に
、
対
象
と
な
る
四
品

Ａ5
目
に
つ
い
て
は
、
小
売
店
（
さ

ら
に
は
製
造
メ
ー
カ
ー
な
ど
）

に
引
き
渡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
引

越
等
に
よ
り
、
近
く
に
な
い
場
合
に
は
、

市
町
村
が
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

Ｑ

Ａ

収
集
・
運
搬
料
金
と
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
は
必
要

（

）

【
お
願
い
】

最
近
、
犬
の
放

し
飼
い
が
増
え
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
社
会

の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
責
任

を
持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ

う
。な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
て
い
な
い
犬
は
、
必

ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

不
用
犬
の

引
き
取
り
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

二
月
七
日

二
月
二
十
一
日

（水）

（水）
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クリーン情報 家庭ゴミ 出す前に分別チェック

２月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日
（５日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

２
月
13
日

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日
（19日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四
月

曜

日

（26日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

２月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日
（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所 前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

２
月
10
日

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰のゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日
（20日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

四

火

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃
〃

〃

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前
久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

廃
棄
物
の
減
量
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
安
全
で

適
正
に
廃
棄
物
を
処
理
す
る
こ
と
が
、
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
が
改
正
さ
れ
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
、

一
定
の
例
外
を
除
い
て
、
廃
棄
物
の
野
焼
を
禁
止
し
、

違
反
し
た
場
合
に
は
、
罰
則
の
対
象
と
す
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
、
廃
棄
物
の
野
焼
を
直
接
罰
の
対
象

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪
質
な
廃
棄
物
の
不
適
正

処
理
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
町
村
の
定
め
る
基
準
に
従
っ
た
ゴ
ミ
の
分
別
や

排
出
を
行
う
な
ど
、
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を
行
い
、

豊
か
で
美
し
い
環
境
が
保
全
さ
れ
る
よ
う
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て
お
願
い

一
定
の
例
外
と
は
…
…

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
、
、
そ
の
施

設
の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物

の
焼
却
。

災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
又
は
復
旧
の

た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
。

風
俗
慣
習
上
又
は
宗
教
上
の
行
事
を
行

う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
。

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な

い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
。

た
き
火
等
、
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常

行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で
軽
微
な
も
の
。

（火）

（土）

（１）（２）（３）（４）（５）

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表
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行

事

子
ど
も
映
画
会

三
日
午
後
二
時
か
ら
三
時
ま
で

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
五
日

午
後
二
時
か
ら

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

十
四
日
・
二
十
一
日

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が

し
ま
っ
て
い
る
時
は
、
玄
関
前

の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く

だ
さ
い

２ 月 休
館
日

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

図書館だより

「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と

秘
密
の
部
屋
」

Ｊ･

Ｋ･

ロ
ー
リ
ン
グ

魔
法
学
校
で
一
年
間
を
過
ご
し
、

夏
休
み
で
ダ
ー
ズ
リ
ー
家
に
戻
っ
た

ハ
リ
ー
は
意
地
悪
な
お
じ
、
お
ば
に

監
禁
さ
れ
て
餓
死
寸
前
に
な
り
、
ま

た
ま
た
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
。

果
た
し
て
ハ
リ
ー
は
…
…
。

「
仁に
淀よど
川がわ
」

宮
尾
登
美
子

自
伝
的
長
篇
小
説

昭
和
二
十
一
年
秋
、
夫
と
幼
い
娘
と

と
も
に
満
州
か
ら
引
揚
げ
て
き
た
綾

子
。
農
家
の
嫁
と
し
て
の
心
の
葛
藤
。

戦
後
の
混
乱
と
復
興
の
中
で
の
、

最
愛
の
母

喜
和
と
父

岩
伍
の
死
ま

で
を
描
く

「
清

盛
」
三
田
誠
広

「
武
者
の
世
」
を
現
出
さ
せ
た
こ

の
男
は
何
者
な
の
か
？
白
河
法
皇
の

ご
落
胤
と
も
さ
れ
る
出
生
の
謎
。
平

氏
の
棟
梁
と
し
て
の
苦
悩
。
時
代
の

波
に
翻
弄
さ
れ
た
生
涯
を
辿
り
、
悪

役
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
隠
さ
れ
た
実

像
を
探
る
評
伝
。

最
新
号
以
外
の
雑
誌
は
貸
し
出
し

し
て
い
ま
す
。
読
み
た
い
号
が
あ
り
ま

し
た
ら
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

・
月
間
自
家
用
車
・
趣
味
の
園
芸

・
お
し
ゃ
れ
工
房
・
き
ょ
う
の
料
理

・
き
ょ
う
の
健
康
・
ス
ク
リ
ー
ン

・
メ
ン
ズ
ノ
ン
ノ
・
あ

わ

わ

・
サ
ン
キ
ュ
ー

・
エ

ッ

セ

・
主
婦
の
友

・
Ｌ

Ｅ

Ｅ

・
Ｖ
ｉ
ｖ
ｉ

・
ニ
ュ
ー
ハ
ウ
ス

・
月
刊
つ
り
情
報
・
家
庭
画
報

・
壮

快

・
山
と
渓
谷

・
特

選

街

・
文
藝
春
秋

・
歴
史
と
旅

・
Ｊ
Ｒ
時
刻
表

・
現
代
農
業

・
Ｐ

Ｈ

Ｐ

・
お
ひ
さ
ま

・
美
し
い
部
屋

・
会
社
四
季
報

・
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン

・
ノ

ン

ノ

・
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ａ

・
ア
ス
キ
ー

・
Ｃ
Ｄ
で
ー
た

・
フ
ァ
ミ
通

・
週
刊
新
潮

・
Ｙ
ｅ
ａ
ｈ

・
す
て
き
な
奥
さ
ん

・
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

・
オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ

新
着
図
書
紹
介

雑
誌
紹
介

（土）

（日）



小
松
島
地
域

交
通
安
全
活
動

推
進
委
員
の
紹
介

15

徳
島
県
公
安
委
員
会
か
ら
、

こ
の
ほ
ど
次
の
方
々
が
平
成
十

三
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
十
四

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、

徳
島
県
小
松
島
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
と
し
て
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

星
谷

中
西
文
夫
さ
ん

棚
野

河
野
精
二
さ
ん

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
の
方
の
身
分
は
、
名
誉
職
の

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

主
な
活
動
は
、
地
域
に
お
け

る
交
通
事
故
防
止
に
つ
き
、
住

民
の
方
々
の
理
解
を
よ
り
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
安
全
教
育
、

交
通
の
安
全
と
円
滑
に
資
す
る

事
項
の
広
報
・
啓
発
活
動
、
住

民
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
要
望

に
つ
い
て
の
助
言
や
援
助
、
交

通
環
境
の
改
善
に
向
け
て
の
実

地
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

委
員
の
方
々
へ
は
、
行
政
、

住
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
交
通

に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

覚
せ
い
剤
を
所
持
し
た
罪

覚
せ
い
剤
を
使
用
し
た
罪

覚
せ
い
剤
を
譲
渡
又
は
譲
受
け
た
罪

10年以下の
懲 役

罰

則

覚せい剤の追放に……

白いダイヤル

秘密は固く

守ります!

（０８８）６５３－４４４４
覚せい剤等薬物乱用の防止

積
雪
・
凍
結
時
の
交
通
事
故
防
止

ス
リ
ッ
プ
事
故
の
実
態

降
雪
、
寒
冷
の
冬
期
間
に
は
、
雪

氷
路
面
、
わ
だ
ち
、
降
雪
や
吹
雪
に

よ
る
視
界
悪
化
な
ど
、
夏
場
に
は
あ

り
え
な
い
要
因
が
介
入
し
た
「
冬
型

事
故
」
が
発
生
し
、
そ
の
大
半
が
積

雪･

凍
結
路
面
の
た
め
制
動
距
離
が

夏
場
以
上
に
長
く
な
っ
た
り
、
進
路

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
失
っ
た
た
め
に

衝
突
し
た｢

ス
リ
ッ
プ
事
故
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

摩
擦
係
数
か
ら

み
て
、
冬
道
は
夏

道
に
比
べ
四
か
ら

八
倍
も
滑
り
や
す

く
な
っ
て
お
り
、

ど
ん
な
性
能
の
冬

用
タ
イ
ヤ
を
装
着

し
て
も
、
こ
の
滑

り
や
す
さ
は
解
消

で
き
ま
せ
ん
。

冬
道
に
お
け
る

安
全
運
転
の
実
践

雪
道
や
凍
結
道
路
で
は
、
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン
や
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

を
装
着
し
て
走
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
や
冬
用

タ
イ
ヤ
を
過
信
し
て
普
段
ど
お
り
に

運
転
す
る
こ
と
は
大
変
危
険
で
す
。

ス
リ
ッ
プ
事
故
の
大
半
は
、
そ
の

原
因
が
急
ハ
ン
ド
ル
や
急
ブ
レ
ー
キ

等
の
操
作
不
適
に
起
因
し
て
い
ま
す

の
で
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
冬
道
に

お
け
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
未
然
に
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
正
し

い
姿
勢
で
運
転
す
る
。

○
ア
ク
セ
ル
は
徐
々
に
踏
み
込
み
、

タ
イ
ヤ
を
空
回
り
さ
せ
な
い
。

○
ブ
レ
ー
キ
は
じ
わ
ー
っ
と
踏
み
込

み
、
タ
イ
ヤ
を
ロ
ッ
ク
さ
せ
ず
最

後
ま
で
転
が
し
て
止
め
る
。

○
ブ
レ
ー
キ
と
ハ
ン
ド
ル
ま
た
は
ア

ク
セ
ル
と
ハ
ン
ド
ル
を
同
時
に
操

作
し
な
い
。

○
漫
然
と
前
車
に
追
従
す
る
こ
と
な

く
、
常
に
先
々
の
状
況
を
確
か
め

な
が
ら
追
従
す
る
。

○
交
差
点
は
必
ず
減
速
し
て
接
近
し
、

自
分
の
目
で
安
全
を
確
か
め
る
。

○
対
向
車
が
接
近
し
た
と
き
は
ア
ク

セ
ル
を
緩
め
て
、
速
度
を
落
と
す
。

○
カ
ー
ブ
や
下
り
坂
の
手
前
で
は
、
必

ず
減
速
し
、
シ
フ
ト
ダ
ウ
ン
す
る
。

駐在所
だより

覚
せ
い
剤
の
恐
ろ
し
さ

○

一
時
的
に
疲
労
が
取
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
が
、

薬
効
が
切
れ
る
と
使
用
前
よ
り
も
激
し
い
疲

労
感
、
不
安
感
、
け
ん
怠
感
、
憂
う
つ
感
な

ど
に
襲
わ
れ
る
。

○

中
毒
に
な
る
と
「
人
の
顔
が
化
物
に
み
え
る
」

「
自
分
を
殺
そ
う
と
誰
か
が
狙
っ
て
い
る｣

等

の
幻
覚
、
も
う
想
な
ど
の
精
神
障
害
が
現
れ
る
。

○

食
欲
が
無
く
な
っ
た
り
、
眠
れ
な
く
な
る
た

め
、
肉
体
的
に
不
調
に
陥
る
。

○

や
せ
て
、
皮
膚
の
色
が
ど
す
黒
く
な
り
、
目

が
飛
び
出
し
た
よ
う
に
な
り
、
に
ご
っ
て
く

る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
体
も
心
も

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
廃
人
と
な
る
。

○

使
用
を
止
め
て
も
、
あ
る
日
突
然
、
精
神
分

裂
症
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

○

覚
せ
い
剤
は
非
常
に
値
段
が
高
い
の
で
、
金

に
行
き
詰
ま
っ
て
く
る
。

○

幻
覚
や
も
う
想
に
よ
り
殺
人
、
傷
害
、
放
火

等
の
犯
罪
を
犯
す
。
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最
近
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
よ
く
話

題
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
を
と
っ
て
、

日
常
の
生
活
を
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し

く
な
っ
た
お
年
寄
り
が
、
普
通
の
生
活

を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
か
し
ら
の

手
助
け
が
必
要
で
す
。
で
も
、
一
人
ひ

と
り
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
や
条
件
が
違
う

の
で
す
べ
て
の
人
が
満
足
が
で
き
る
よ

う
な
制
度
を
作
る
こ
と
は
、
と
て
も
大

変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
家
で
祖
父
母
と
同
居
す
る
よ
う

に
な
っ
て
二
年
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま

で
も
三
十
分
位
離
れ
た
所
に
住
ん
で
い

た
の
で
、
お
互
い
に
様
子
は
わ
か
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
実
際
に
い
っ
し
ょ
に

住
む
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

又
、
た
っ
た
二
年
の
間
に
祖
父
に
も
祖

母
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
年
を
と
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
、
元
気
な
人
に
は
、

特
に
私
の
よ
う
な
子
ど
も
に
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と

で
す
。
祖
父
も
祖
母
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
病
気

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
衰
え
て
い
ま

す
。
運
動
能
力
が
衰
え
て
、
き
り
が
な

い
ほ
ど
不
自
由
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理
解
す
る

力
も
衰
え
ま
す
。
自
分
で
あ
ん
ま
り
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
た
く
な
く

な
り
ま
す
。
で
も
人
間
だ
か
ら
、
た
だ

食
事
を
し
て
、
寝
て
起
き
て
と
い
う
生

活
を
し
て
い
る
だ
け
で
は
だ
め
だ
と
思

い
ま
す
。
生
き
て
い
れ
ば
い
い
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
人
間
ら
し
く
、
生
き
が
い
を
も
っ

て
生
活
を
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

い
く
ら
周
り
が
良
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
整
え
て
も
、
本
人

が
満
足
し
な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

お
年
寄
り
は
何
を
す
る
に
も
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
起
き
て
顔
を
洗
っ
て
、
三

度
の
食
事
を
し
ト
イ
レ
に
行
き
、
お
ふ

ろ
に
入
る
。
こ
の
一
日
の
最
低
限
の
こ

と
を
す
る
こ
と
が
元
気
な
人
の
二
倍
も

三
倍
も
の
時
間
が
か
か
る
の
で
、
そ
の

間
に
何
か
他
に
し
よ
う
と
思
う
と
少
し

の
こ
と
で
も
大
変
に
な
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
そ
れ
に
つ
き
あ
っ
て
介
助
し
よ
う

と
思
う
と
一
日
仕
事
に
な
っ
て
し
ま
い
、

忙
し
い
生
活
を
し
て
い
る
人
に
と
っ
て

は
、
と
て
も
負
担
に
な
り
ま
す
。
だ
か

ら
、
お
年
寄
り
は
、
何
か
し
た
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
一
人
で
で
き
な
い
こ
と
は

つ
い
が
ま
ん
す
る
よ
う
に
な
り
、
だ
ん

だ
ん
世
界
が
せ
ば
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

と
い
っ
て
も
、
一
緒
に
住
ん
で
い
る
私

た
ち
が
お
年
寄
り
の
生
活
を
中
心
に
し

て
い
て
は
、
私
た
ち
の
生
活
が
犠
牲
に

な
っ
て
、
今
度
は
私
た
ち
が
ず
っ
と
我

慢
し
な
い
と
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
で
は
こ
ま
り
ま
す
。
誰
か
が
イ
ラ
イ

ラ
す
る
と
み
ん
な
が
つ
ぶ
れ
る
か
ら
で

す
。

今
ま
で
の
日
本
で
は
お
年
寄
り
は
、

子
ど
も
に
め
ん
ど
う
を
見
て
も
ら
う
の

が
あ
た
り
ま
え
だ
と
い
う
考
え
で
し
た
。

家
族
以
外
の
人
に
何
か
し
て
も
ら
う
の

は
は
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
思
う
人
も
い

ま
し
た
。
欧
米
の
お
年
寄
り
は
自
分
一

人
で
独
立
し
て
生
活
を
す
る
の
が
あ
た

り
ま
え
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で

も
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
も

と
て
も
頑
張
り
ま
す
。
生
き
が
い
も
自

分
で
さ
が
し
て
少
し
で
も
生
活
を
楽
し

も
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
介
護
の
制
度
を
利
用
し
て

人
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
生
活
し
て

い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
や
り
方
に
も
、
良
い
面
と

悪
い
面
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
今
み
ん

な
が
少
し
ず
つ
考
え
方
を
前
向
き
に
変

え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
を
仕
事
と
し
て
い
る
人
た
ち
に

家
に
来
て
も
ら
っ
て
世
話
を
し
て
も
ら

う
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
方
が
み
ん
な
の
心
に
ゆ
と
り
が
で

き
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
と
、
年
を
と
っ

て
体
が
不
自
由
に
な
る
前
に
準
備
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
仕
事

だ
け
で
な
く
生
活
す
る
こ
と
に
生
き
が

い
を
み
つ
け
て
お
く
こ
と
で
す
。
何
か

楽
し
み
に
な
る
も
の
が
い
り
ま
す
。
体

が
動
き
に
く
く
な
っ
て
も
楽
し
め
る
こ

と
が
な
い
と
、
生
き
て
い
る
だ
け
に
な

る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
、
自
分
で
頑

張
る
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
何
も
し
な
い
で
、
あ
れ
を
し

て
く
れ
な
い
、
こ
れ
を
し
て
く
れ
な
い

と
思
っ
て
い
て
も
だ
め
で
す
。
で
も
、

自
分
で
で
き
な
い
の
に
、
手
出
し
し
な

い
で
く
れ
と
い
う
の
も
だ
め
で
す
。
そ

こ
が
と
て
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

人
間
ら
し
く
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
人
が
み
じ
め
だ
と
感
じ
な
い
で
生

き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

我
が
家
と
い
う
小
さ
な
社
会
の
中
で

も
、
こ
の
あ
た
り
ま
え
と
思
わ
れ
る
こ

と
を
確
保
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
家
族
の
者
は
、
そ
れ
な
り
に
一

生
懸
命
世
話
を
し
、
良
い
と
思
う
こ
と

を
し
て
い
て
も
、
決
定
権
の
少
な
い
自

分
の
生
活
を
祖
父
母
が
み
じ
め
だ
と
考

え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。

本
当
に
人
間
ら
し
い
生
き
方
は
何
か
、

自
分
ら
し
い
生
活
は
何
か
を
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
な
い
と
、
ま
わ
り
に
押
し

つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

人
権
を
守
る
と
言
い
ま
す
が
、
人
権

は
た
だ
守
ら
れ
る
も
の
で
な
く
自
分
で

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
が
大
き

い
と
思
い
ま
す
。

人
間
の
権
利
と
は
何
か
、
本
当
に
守

ら
れ
る
こ
と
は
何
か
を
い
つ
も
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

一緒に生きていくこと



介護保険の第１号65歳以上の人 被保険者です
介護保険の第２号40～64歳の人 被保険者です

介護保険の被保険者40歳未満の人 ではありません
保険税の
決 め 方

次の４つの項目を元に算定し、それらを

組み合わせて保険税額が決まります。

保険税の
納 め 方

国保の保険税（医療保険分）のみを納付

書にあわせて納期内に納めます。

所 得 割

均 等 割

平 等 割

世帯の所得に応じて計算

世帯の加入者数に応じて計算

一世帯にいくらと計算

世帯の資産に応じて計算

資 産 割

国民健康
保険税
（医療分）

※市区町村によって、組み合わせは異なります。
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なるほ
ど! 保険税Ｑ Ａ

保険税の
決 め 方

次の４つの項目に応じて医療保険分と介
護保険分をそれぞれ算定し、それらをプ
ラスした額が国保の保険税となります。

保険税の
納 め 方

国保の保険税（医療保険分）に介護保険分

を合わせて、一つの保険税として納めます。

所 得 割

均 等 割

平 等 割

世帯の所得に応じて計算

世帯の加入者数に応じて計算

一世帯にいくらと計算

世帯の資産に応じて計算

資 産 割

国民健康
保険税
○医療保険分
○介護保険分

※市区町村によって、組み合わせは異なります。

保険税の
決 め 方

40歳以上の人と同様に、次の４つの項目
をもとに算定し、それらを組み合わせて
保険税額が決まります。

保険税の
納 め 方

国保の保険税は医療保険分のみを納めま
す。介護保険料は国保の保険税とは別に
年金から差し引かれます。

所 得 割

世帯の所得に応じて計算

介護保険料
（介護分）

均 等 割

世帯の加入者数に応じて計算

平 等 割

一世帯にいくらと計算

世帯の資産に応じて計算

資 産 割

※市区町村によって、組み合わせは異なります。
介護保険料については、市区町村ごとに所得に応じた保険料が決められます。

国民健康保険税
（医療分）

もうすぐ40歳。介護保険の加入者に

なりますが、保険税の納め方は何か

変わるのでしょうか？

介護保険制度ができたことにより、

国保の保険税の決め方・納め方も、

介護保険の被保険者に該当するかど

うかや、被保険者の種類によって異

なります。くわしくは図をご覧くだ

さい。

Ｑ

Ａ



日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの他

６ 火

健康相談・介護者教室 ９:30～11:00
今山ふれあい
交 流 館

一 般 住 民 健 康 手 帳

股 関 節 脱 臼 検 診 13:00 勝 浦 病 院
平成12年９月１日から平成12
年12月31日までに生まれた子

母子健康手帳

９ 金 １歳６ヶ月児健康診査 13:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成11年５月１日から平成11
年８月31日までに生まれた子

問 診 票
母子健康手帳

14 水 健 康 相 談 ９:30～11:00 坂本 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

16 金 コレステロール教室
健 康 相 談

９:30～15:00 沼江コミュニティ
セ ン タ ー

一 般 住 民 健 康 手 帳

19 月 同 和 地 区 巡 回 検 診 13:00～15:30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

20 火 健 康 相 談 ９:30～11:00 横瀬 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

22 水 健 康 相 談 ９:30～11:00 星谷 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

23 金 乳 児 健 康 診 査 13:00～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成12年５月１日から平成12
年12月31日までに生まれた子

母子健康手帳

26 月 食生活改善推進員研修会 ９:30～15:00 農村環境改善
セ ン タ ー

食生活改善推進員 エ プ ロ ン
食 品 交 換 表

２月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

左から 黒 田愛
あい

莉
り

ちゃん 小谷萌
もえ

子
こ

ちゃん

山 下悠
ゆう

夏
か

ちゃん
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みんなの健康

ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て
の
お
話

お
酒

ア
ル
コ
ー
ル

は

〝百
薬
の
長〟

と
い
わ
れ
、

人
間
関
係
を
円
滑
に
す
る
役
割
を
果

た
す
な
ど
、
生
活
・
文
化
の
一
部
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方

で
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
次
の
よ
う
な
他

の
食
品
に
は
な
い
特
性
を
持
つ
た
め
、

摂
取
に
つ
い
て
注
意
が
必
要
で
す
。

意
識
状
態
の
変
容
を
起
こ
す
た
め
、

交
通
事
故
等
の
原
因
と
な
る
他
、

短
時
間
の
大
量
飲
酒
に
よ
る
急
性

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
は
、
死
亡
の
原

因
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

長
期
に
わ
た
る
飲
酒
の
臓
器
へ
の

影
響
と
し
て
、
肝
疾
患
、
脳
卒
中
、

が
ん
等
と
の
関
連
が
言
わ
れ
て
い
る
。

長
期
の
多
量
飲
酒
は
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
を
ひ
き
お
こ
す
。

未
成
年
へ
の
影
響
、
妊
婦
を
通
じ

た
胎
児
へ
の
影
響
。

「
健
康
日
本

」
で
は
、
一
日
あ

た
り
純
ア
ル
コ
ー
ル
二
〇
ｇ
、
す
な

わ
ち
ビ
ー
ル
五
〇
〇
ml
、
日
本
酒
一

合
、
ワ
イ
ン
一
か
ら
二
杯
程
度
が
節

度
あ
る
適
度
な
飲
酒
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
女
性
、
高

齢
者
、
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
能
力
の
低

い
者
は
よ
り
少
量
が
適
量
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
し
、
飲
酒
習
慣
が
な

い
人
に
こ
の
量
を
推
奨
す
る
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
体
重
六
〇
㎏
の
人
が
一
時

間
で
分
解
で
き
る
ア
ル
コ
ー
ル
量
は
、

六･

六
ｇ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
ビ
ー
ル
で
一
八
〇
ml
、
日
本
酒
で

五
〇
ml
、
ウ
イ
ス
キ
ー
で
二
〇
ml
に

あ
た
り
ま
す
。
二
合
の
お
酒
を
飲
め

ば
、
完
全
に
体
内
か
ら
消
失
す
る
ま

で
七
時
間
以
上
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
大
量
に
飲
ん
だ
り
、
夜
十
二

時
以
降
の
飲
酒
が
翌
日
残
り
や
す
く

な
る
こ
と
も
こ
れ
で
理
解
で
き
る
で

し
ょ
う
。

日
常
の
お
酒
は
、
愉
快
に
健
康
的

に
飲
み
た
い
も
の
で
す
。
節
度
あ
る

適
度
な
飲
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

主な酒類の換算の目安
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（１）（２）（３）（４）
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保 健 婦 だ よ り
親
子
健
康
教
室
は
肥
満
傾
向
に

あ
る
児
童
を
対
象
に
八
月
と
一
月

の
休
み
期
間
中
に
、
講
演
・
実
習
等

を
体
験
し
、
健
康
的
な
食
事
や
運

動
等
の
生
活
習
慣
を
親
子
で
考
え
、

日
常
生
活
の
改
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

一
月
に
実
施
し
た
日
程
内
容
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

測
定
結
果
を
八
月
実
施
分
と
比

較
す
る
と
身
長
は
一
㎝
か
ら
二
㎝

伸
び
、
体
重
は
一･

五
㎏
か
ら
四
㎏

の
増
加
で
し
た
。
し
か
し
、
中
に
は

本
人
の
努
力
と
家
族
の
協
力
に
よ

り
三･

五
㎏
も
減
少
さ
せ
た
児
童

も
い
ま
し
た
。
体
脂
肪
率
は
一･

五

か
ら
四
％
の
幅
で
増
加
し
た
児
童

も
い
ま
し
た
が
、
二
〇
％
か
ら
四

〇
％
減
少
し
た
児
童
も
い
ま
し
た
。

親
子
運
動
で
は
、「
二
〇
〇
一･

新
春
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ミ
ニ
運
動

会
」
を
生
比
奈
小
学
校
の
柴
田
先

生
ご
指
導
の
も
と
、
た
け
の
こ
ク

ラ
ブ
児
童
た
ち
の
協
力
を
得
て
、

な
わ
と
び
・
輪
投
げ
・
大
な
わ
と

び
・
バ
ラ
ン
ス
ペ
ダ
ル
の
五
種
目

に
挑
戦
、
汗
を
か
き
な
が
ら
イ
キ

イ
キ
動
き
回
る
児
童
た
ち
の
姿
に

は
寒
さ
も
吹
き
飛
ぶ
程
で
し
た
。

運
動
の
最
後
に
柴
田
先
生
が
採

点
し
、
大
き
な
花
丸
と
金
の
シ
ー

ル
を
貼
ら
れ
た
児
童
た
ち
は
大
満

足
の
よ
う
す
で
し
た
。

調
理
実
習
で
は
栄
養
士
と
食
生

活
改
善
推
進
委
員
に
よ
り
、
試
食
の

た
め
の
お
や
つ
を
作
っ
て
頂
き
、
運

動
後
の
お
や
つ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
と
身
近
に
あ
る

食
材
で
工
夫
さ
れ
た
お
や
つ
を
試

食
し
た
保
護
者
か
ら
は
、｢

こ
ん
な

手
の
込
ん
だ
も
の
は
な
か
な
か
出

来
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
お
や

つ
は
子
ど
も
に
と
っ
て
大
切
で
あ

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
一
緒
に
作
っ

て
み
よ
う
と
思
う
」
と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

栄
養
士
か
ら
一
日
の
お
や
つ
に

つ
い
て
具
体
的
に
、

○
お
や
つ
の
量
は
？

○
市
販
の
お
や
つ
の
カ
ロ
リ
ー
は
？

○
砂
糖
の
と
り
す
ぎ
は
ど
う
な
る

等
う
か
が
い
、
ま
た
市
販
の
お
や

つ
を
使
っ
て
の
一
工
夫
な
ど
も
詳

し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
個
別
指
導
親
子
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
、
印
象
に
残
っ
た
こ
と

や
今
後
の
参
考
に
な
る
こ
と
が
あ

る
か
伺
っ
た
結
果
、
次
の
よ
う
な

意
見
が
出
ま
し
た
。

○
運
動
を
す
る
よ
う
に
、
体
を
動

か
す
よ
う
に
と
言
う
ば
か
り
で
、

子
ど
も
と
一
緒
に
な
っ
て
す
る

事
が
な
か
っ
た
。

○
お
手
伝
い
な
ど
で
一
緒
に
す
る

時
間
を
増
や
そ
う
と
思
っ
た
。

○
手
作
り
お
や
つ
も
一
緒
に
作
り

た
い
と
思
う
。

○
親
子
で
運
動
を
続
け
よ
う
と
思
っ

た
。
今
回
特
に
個
別
相
談
の
形
を
と

り
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
問
題
点

や
疑
問
等
に
耳
を
傾
け
話
し
合
い

ま
し
た
。
一
般
的
に
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
は
ダ
メ
、
ジ
ュ
ー
ス
は
ダ
メ
と

言
う
け
れ
ど
何
が
ど
の
よ
う
に
ダ

メ
な
の
か
？
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
、
今
日
勉
強
し
た
事
を
子
ど
も

と
話
し
合
い
な
が
ら
目
標
を
立
て

て
日
常
生
活
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
い
う
保
護
者
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。
親
子
健
康
教
室
を
終
え
、
生
活

習
慣
病
は
好
ま
し
く
な
い
食
事
や

運
動
、
ス
ト
レ
ス
等
か
ら
出
て
く

る
病
気
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
参
加
さ
れ
た
一
組
は
、
昨
年

教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を
家
族
、
本

人
が
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に
取

り
組
み
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
も
明
る
く
笑
顔
で

｢

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す｣

と
大
き

な
声
で
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
前
向

き
な
子
ど
も
に
成
長
さ
れ
て
い
ま

す
。飽
食
の
今
日
で
す
が
、
規
則
正

し
い
生
活
習
慣
が
で
き
て
い
る
の

か
ど
う
か
各
家
庭
の
一
人
ひ
と
り

が
も
う
一
度
見
直
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
参
加
で
き
な
か
っ

た
人
も
次
回
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

時間 内 容

13:00 受付、計測

13:30 親子運動

14:30 個別相談と調理実習

15:30 アンケート、感想、終了

日時 平成13年１月５日
午後1:00～

場所 農村環境改善センター

血圧はどれくらいかな?

おいしそう! これは何だろう

栄
養
士
に
よ
る
和
や
か
な
お
話

市
販
の
お
や
つ

の
一
工
夫
例

（金）



12
月
16
日
～
１
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
三
溪
字
定
岡

大
西
郁
生

（
徳
島
市

西
尾
亜
由
美

大
字
坂
本
字
繁
野

池
谷
佳
久

（
阿
南
市

長
尾
恵
美

大
字
星
谷
字
大
明
神

福
野

守

（
徳
島
市

丸
岡
芳
子

大
字
三
溪
字
中
村

穏
台
和
幸

（
香
川
県

木
下
幸
美

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

中
西
文
夫

長
女

大
字
久
国

）

字
国
光

初

美

倭わ

子こ

大
岡
安
伸

長
女

大
字
沼
江

）

字
一
楽

智
美

優ゆう

菜な

新
開

彰

二
女

大
字
三
溪

）

字
平
山

雅
美

未み

玖く

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
山
田

眞
木
重
雄（
76
歳
）

大
字
星
谷
字
宮
原

稲
岡

治（
73
歳
）

大
字
久
国
字
原

金
澤
和
子（
46
歳
）

大
字
久
国
字
松
ノ
本

田
村
ヤ
ス（
98
歳
）

大
字
沼
江
字
中
傍
示

松
下
キ
ヌ
ヱ（
97
歳
）

大
字
星
谷
字
宮
原

稲
岡

久（
69
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

12
月
16
日
～
１
月
15
日

稲
岡

武
さ
ん
（
星
谷
）

田
村
文
宣
さ
ん
（
久
国
）

真
木
キ
ヨ
子
さ
ん
（
山
西
）

昭
和
二
十
年
度

生
比
奈
小
学
校
卒
業
生
一
同

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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交通事故相談日
日 時 ２月26日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2- 2030

相談員 小 倉 歓 一
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088- 621- 3200

※お気軽にご相談ください。

戸

籍

の

窓

２月２日 湯 浅 医 院 ２－２００３

２月３日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月５日 赤 岩 医 院 ２－２００６

２月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月９日 上勝町診療所 ４－５０１０

２月⑪日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月13日 山 西 医 院 ２－３０２７

２月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月17日 湯 浅 医 院 ２－２００３

２月19日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月21日 赤 岩 医 院 ２－２００６

２月23日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

２月 日 上勝町診療所 ４－５０１０

２月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 ２月２日

２月９日
２月16日
２月23日

● 時間
午前10時～午後３時

● 内容
人権･行政･厚生･福祉

● 場所
住民福祉センター１階相談室

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

２ 月

教室名 実 施 日 時 間
（各２時間）

踊 り
７ 14 21

午後２:00～
水 水 水

歌 謡
５ 19 26

午後７:30～
月 月 月

生け花
５ 21

午後７:30～
月 水

大正琴
１ ８ 24 木曜日は午後１:00～

土曜日は午後６:30～木 木 土

習 字
２ ９ 16 23

午後７:00～
金 金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

２月 交流講座日程

※陶芸は今年度中（３月まで）休講します

救急患者輸送車の要請について

勝浦町には消防署がないため、救急

の場合の患者輸送を民間のタクシー会

社に輸送業務を委託しています。

急病やけがなどで救急患者輸送車を

要請する場合は、 ２－2500番に電話

していただけると、直接委託先の㈲勝

浦観光タクシーが対応します。119番

に通報すると役場の緊急電話につながっ

た後、 ２－2500番に転送されます。

特にご注意いただきたいのは、携帯

電話で119番通報された場合、電波の送

信経路が特定できないため、徳島市あ

るいは阿南市の消防署につながります。

このため、必ず「勝浦町の○○で事故で

す」等所在地を明確に伝え、勝浦町の

119番に転送されるまで待ってください。

救急の場合２－2500番へ
携帯電話での119番は
通報時の所在地（市町村名）を
明確に知らせてください。

（徳島市・阿南市の消防署がでます）

（月）

（金）
（金）
（金）
（金）




